研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南寿の里 丘の家　　　職　種　介護福祉士　　　氏　名  須藤 由紀

	期　　間　　平成　20　年　2月　1日　～　平成　　20年　2月　1日

	出張目的  Ｈ19年度第3回認知衝介護実践者研修

	出 張 先  八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

今回の研修はＨ19.11.12から5日間、講義・演習から始まり、外部実習1日、職場実習4週間を経て、実習の総まとめとしての実践報告会でした。

 参加者全員、4週間の職場実習の発表でしたが、色々な角度からのアプローチや行動の裏側にある思いを理解していたつもりであった事など、介護者側の変化が取り上げられていました。参加者全員が、事例として挙げている方の帰宅願望を減らす、入浴拒否を無くすなど問題とする場面ばかりを目的にアプローチしていくのではなく、その方の行動パターンや今までどのような生活、仕事をしてきたのか、又、どのような趣味があるのかなど、まずはその方を良く知る事、コミュニケーションをとる事が大切であると報告していました。

その方を知るという事ではコミュニケーションがとても重要であり、新しい面や力を引き出す事が出来ると思います。敬語ではあまり良いコミュニケーションをとれませんでしたが、方言だとスムーズに接して下さった事例や、今まで介護者側がこうだろうと考えていた、その方の思いは全く違い、介護者側とその方に大きなずれがあった事例など、アプローチしていく中で、本当に今までその方をよく見ていただろうかと感想に挙げる参加者が多数いました。

私自身も今回、事例として挙げさせて頂いた入居者様の思いと私の思いは全く違い、その方をよくみていなかった事を強く感じました。少しの援助でゆっくりながらも自力で行える入居者様に対し、出来ないと思い込み接していました。その方のためと一生懸命に何から何まで介護する事がその方に合った介護とは言えず、どのような援助が必要なのか、その方を知ろうとする目を持ちたいと思います。

実習を通して、今までみられていた帰宅願望や徘徊などは以前より軽減され、職員に笑顔で声を掛けて下さったり、茶碗拭きやお盆拭きなどを依頼すると快く引き受けて下さり、時折「何か仕事ありませんか？」と職員へ促される場面も多くみられるようになりました。

問題点ばかりに目を向けるのではなく、その方の得意な事や活躍出来る場面作り、役割を持って頂く事で自信の回復に繋げ、信頼して頂けるよう色々な角度からのアプローチや洞察力を磨き、自立支援に向けて入居者様と多く関わっていきたいと思います。

認知症高齢者として見るのではなく、私達と同じ一人の人間であるという事を忘れず、自分ならどう思うのか、入居者側に立ち、ケアに努めていきたいです。

【外部実習報告】

実習場所：南部山さきおりの家

実習日：Ｈ19．11．21

＜情報＞

Ｋ・Ｓ様 女性 77歳 

①同じ事を何度も言う為、他利用者様から指摘される。この事により、午前中にひどく落ち込みがみられる。

  ②両膝に痛みがあり、椅子からの立ち上がりの際に訴え聞かれる。

  ③話好きで、気軽に声を掛けて欲しい。

  ④役割としている食事の際の盛り付けや食器洗いがあるが、声掛けや見守りが必要。又、作業の前に   トイレへの声掛けが必要。

＜課題に対する試案＞

· 介入により、Ｋ・Ｓ様と他利用者様の関係を良い方向へ向ける（悪化させない）

→Ｋ・Ｓ様が納得、安心するような言葉掛け

· 落ち込みがみられた際は、傾聴し、本人の思いをくみ取り、本人が納得、安心して頂ける様にアプローチする。

＜ケアへの気付き＞

1、 取り組み方法

・利用者がＫ・Ｓ様に指摘した際、その事があまり長くならないように、違う話題に切り替えました。

→お楽しみ会の衣装作りの際、他利用者様に「前からやってるでしょ、忘れたの？」とやや強い口調で言われた為、「そーだったんですか。忘れる事もありますよ。私はさっき聞きました」と介入すると、Ｋ・Ｓ様は笑い、「さっき聞いたの？私もだ」とおっしゃる。他利用者様もつられて笑われ、違う話題を他利用者様とＫ・Ｓ様に投げかけ、切り替えました。

2、 取り組みの中で上手くいった事、上手くいかなかった事

· 上手くいった事

→介入した事で、他利用者様とＫ・Ｓ様の雰囲気が悪くなる事なく協力しながら衣装を作りました。又、一緒に歌を唄ったり人生の先輩としてアドバイスや心配をして下さるなど、親身になって下さいました。

· 上手くいかなかった事

→初めて接する方々へどのように接したらいいのか、迷いながら話し掛け、余裕が無く緊張していました。笑顔で接する事を心掛けていましたが、この事が利用者様へ伝わり、ぎこちない雰囲気が続いてしまいました。

＜実習指導者からの学び＞

· 落ち込む要因となる事があっても、利用者様同士の関係性や個々の状態を良く見てアプローチや介入をしていきたいと思いました。表情を見逃さずに、心情を察する事の出来るよう、入居者様への関わりを今以上にしていきたいです。

＜実習指導者から＞

・利用者同士の馴染みの関係は、生活する上で大切なものであり、職員の価値観だけでは介入する事は難しいと思います。アプローチを諦めず、利用者さんの思いに寄り添っていく事の出来るケアを目指して頑張って下さい。

施設・事業所名：南寿の里 丘の家　氏名：　須藤 由紀　

認知症介護の自己課題設定

	事例

実際ケアの場面であったことをコミュニケーションに限定しなるべく逐語式で記入して下さい。

	＜必要以上の援助＞

Ｔさんが「トイレに行きたい」と訴えられた為、トイレへ誘導しました。

トイレにてズボンを下ろそうとしたところ、下ろし切る前に排泄されてしまいました。

Ｔさんはトイレットペーパーで汚れた床を拭こうとされた為、「拭きますよ」と言い、職員が床を拭こうとするとＴさんは「自分で拭くからいい！」とやや怒ったような表情・口調で言いました。

しかし、職員が床を拭いてしまうと、「自分で拭くからいらないって言ったのに！」と更に興奮してしまいました。


	ケアの事実

この事例の中で自分を振り返って、改善したほうが良いと思う行動は何だと思いますか？

	・Ｔさんが「自分で拭くからいい！」と言ったのにも関わらず、職員が拭いてしまいました。

・やや怒ったような表情・口調が見えたにも、構わずに職員が拭いてしまいました。

・Ｔさんがどのような思いで「自分で拭く」と言ったのか、考えませんでした。                                                     (排泄に関する事なので恥ずかしいと思ったのかもしれません）

・見守りをしながら、Ｔさんに拭いてもらえば良かったと思います。

（ふらつきなどがあった場合に、職員が援助すれば良かったです）


	影響

なぜ、それが悪影響になっていると思うのか

	本人の行動（具体的に）
	その裏づけとなる理由

	①ズボンを下ろし切る前に排泄してしまった事をＴさんは分かっており、御自分で床を拭こうとした。 

②職員が床を拭こうとすると、やや怒ったような             

表情・口調で拒否した。

③職員が全て拭いてしまった事に対し、更に興奮し職員を拒否した。                                                          
	①床を汚してしまい、恥ずかしい。                  
②自分で出来るし、他人にやって欲しくない。

③自分でやると言ったのに、聞き入れてくれなかった。

③馬鹿にされている。

	目的

事実に対して行動が改善することによりどういう良い影響が考えられるか

	①ご本人の思いを察し、見る事で、信頼関係が生まれ、納得・安心した生活を送る事が出来る

②出来るところは御自分でやって頂く事で、自立支援へ繋げていく


	目標

ケアの事実に影響しているであろうケアする側の行動変容

	①本人の意思や思いをくみ取り、尊重する事で、尊厳を守る支援をする。

②御自分で出来る事を広げ、自立支援へ繋げていく。


	具体的行動計画

４週間の中で具体的に計画を立てて下さい

	＜1週目＞

・職員全員へ、計画の目的・目標を伝え、理解・了承を得る。

・Ｔさんが出来る事、出来ない事など、センター方式（Ｄ-1シート）を活用し、職員全員へ記入してもらう。

＜2週目＞

・ご本人が出来る事・出来ない事・何かしらの援助があれば出来る事は何かを選別する。

· 何かしらの援助があれば出来る事や、ご本人が出来る事まで職員が全てやってしまっていないかを話し合い、今後のケア・関わり方を検討し記録、実施する。

＜3週目＞

・アプローチした中でＴさんの様子（反応）はどうだったのかを各自でまとめ、記録していく。

（どのような援助をするとＴさんは納得し、安心する事が出来きたのか、又、どのような援助を

すると不穏な表情、気分を害したのか、ご本人が出来る事を見守りにて対応し、その時の様子は

どうだったのか）

＜4週目＞

・まとめと評価

・職員のアプローチを統一し、ご本人の生活に定着していく。




実践報告書

記入日：平成20年1月1日

　　施設・事業所名：南寿の里 丘の家　　氏名：須藤 由紀　　

１.　自分の立てた計画をどの程度実践できたか自己評価してください。

実行できた　　５　・　４　・　３　・　２　・　１　　実行できなかった

2. 実際にあなたがどのようなことに取り組んだのか、具体的に記入してください。

	①センター方式Ｄ-1焦点情報シートを使い、職員全員に記入してもらいました。そのシートをまとめた後、日常生活においての行動（排泄面・入浴面・食後の片付け等）を自力で本人様に行って頂きました。

②何かしらの援助があれば自力で出来る事を確認し、職員で統一した援助を行いました。

→排泄・・・トイレ内に雑巾・バケツを置き、ズボンを下ろしきる前に排泄され、御自分で拭こうとした場合には雑巾をお渡しし、拭いて頂きました。使用した雑巾は職員がバケツに入れ、洗いました。

→入浴・・・浴室、浴槽への出入りの際、徒手介助、体を支えての援助を行いました。

→入浴時の着脱・・・ご本人様が出来ないところのみ職員が介助しました。

→食後の片付け・・・茶碗、お盆拭きを依頼しました。


3. その取り組みを行ったことによって、あなたや利用者（認知症高齢者や家族など）にはどんな変化がみられましたか？その効果を測る客観的な指標も具体的に示してください。

	①自力で出来る事や少しの援助で出来る事まで全て職員が援助していた項目が多くあり、介護側の一方的な援助で、本人様の自立支援に繋がるケアや尊厳を守るケアをしていなかったという事を痛烈に感じました。

センター方式のシートを使う事により、職員も何が出来るのか出来ないかを記入しながら、改めて色々と気付く事がありました。

②選別後、各職員からの情報（Ｔ様の表情や様子など）を基にアプローチを行いました。ご自分で出来る事、少しの援助にて出来る事をゆっくりながらも行われ、行った後は納得されたような表情がみられました。このアプローチを続けていく中で、以前より不穏な表情や行動はあまりみられなくなり、職員と笑顔で話される場面も多くなりました。今までは、ゆっくりながらも出来る事を出来ないと思い込み、ご本人様の意思や思いを見ようとはしていませんでした。又、ご本人様が不穏な状態になっても、本人様の為と勘違いをし、一方的な介護をしているいう事にも気付かずにいました。

自立支援に向けた援助という事を私自身がきちんと理解しておらず、ご本人様の尊厳を傷つけていた事もあったかと思います。この取り組みをしていく中で、各職員へも自立支援とは何かを深く考えさせられるきっかけとなり、統一した援助をする事で納得し、安心・信頼して頂けるような生活を送って頂ければと思います。




4. 取り組みのなかでうまくいったこと、或いはうまくいかなかったことはなんですか。

	上手くいった事

→職員が今まで出来ないと思い込み全介助で行っていた事を見直した事で、以前よりも職員へ話し掛ける事が多くなったように見受けられました。役割を与える事により、徘徊や帰宅願望などの不穏状態も軽減し、時折「何か仕事、やるのありませんか？」と職員を促し、快く茶碗拭きなどを手伝って下さいました。

上手くいかなかった事

→①勤務が全く合わない日が続いた職員もいた為、思うように周知してもらう事が難しく、進行状況や取り組みを行っていく中での疑問等を把握出来ない部分や男性職員の排泄・入浴介助を拒否される為、職員間での統一したアプローチが出来ませんでした。


5. 実践を通しての感想をお聞かせください。

	各職員それぞれにTさんにどのような援助が必要なのか、又、思いを理解しようと日々の行動パターンの把握や観察、コミュニケーションを取る事でTさん、職員にも変化がみられました。今まではTさんの為と勘違いし、職員本位の援助、考えを押し付け、もしかしたら傷つけていたのかもしれません。職員の思いとTさんの思いに大きなズレがある事も今回の取り組みを通して気付く事が出来ました。その方に本当に必要な援助とは何かを見ようし、コミュニケーションや行動パターンなど、日々の暮らしの中から見つけ、信頼関係を築いていければと思います。

自分ならどう思うのか、入居者様側から考え今後も取り組んでいきたいと思います。


所属長署名　落合 千秋　　
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